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世界の歴史において，各国が今日ほど教育に大きな期待をかけている時代はない
であろう。まさに教育競争・教育爆発の時代である。先進国では今日の飛躍的な科
学の発達に応ずる人間形成を目ざし，後進国では民族の興隆を目ざして，それぞれ
教育への織烈な努力がなされている。その中心は ，いかに子どもの学力主主・高め， そ
の能力を開発するかにあるようである。と乙るがまた，今日の社会では，青少年の
非行化が問題となり ，その健全育成が大きくとりあげられているため，学校教育に
おηる生活指導や道徳教育の問額が，その前面におし出されているようにも見受け
られる。 しかし， 学力と学習指導の問題は ，学校教育における中心的な課題である
ととには変わりはなく，その進歩改善にたゆみない研究努力が営まれている。むしろ，
との学力向上の能率化を性急に求めるあまり，近視眼的な指導技術がはばなさかぜ
ていると ζ ろに，今日考えなげればならない学習指導の問題があるように思われる。
当教育研究所では ，昭和 34年度以来継続してきた学力と学習指導に関マる 5か
年計画の実証的研究を ，昨年度をもって一応終わった。その成果は毎年度末に玄と
め ，合計 1 5怖の研究紀要として刊行してきた。また，その最後の 5年間は，全国
教育研究所の学習指導に関する共同研究の幹事県と して参加し， 図書E・社会 ・算数
数学 ・理科の学習指導研究シリーズ計 12冊の脱稿執筆にも尽力した。
とζで，過去 5か年間の研究を顧みると，われわれは，学力と学習指導の根本を
考え，学習過程における子どもの思考や理解 ・認識などの探まる過程とその指導の
あり方について，実際の授業の場で実荘的に究明してきたのであるが，その聞に次
のようたととがわかってきた。子どもたちを精細にみると，その忠湾過程ゃ理解過
程などには相当の個人差があり ，その個人差はパ-'/ナ リティの内部に深く根ざ し
ているものであって，単に知的なはたらさのみでなく，そとには情緒的および意欲
的ir面の影響が考えられること。したがって思考ゃ珪解ぞ深めたり，また技能的向
ょ'.!'図るためには，も っと 児童生徒一人一人の内面に触れるきめの細かい指導が必
要であると考えたp
それで，今年度から当教育研究所で推進する第二次 5か年計画の「学力向上のた
めの学習結導改善に闘7 る共同研究Jでは， ζれまでの研究のよに立って ，一人一
人の子どものパーソナリティの内面に自をむ付 ，思考の様態をさらに探究するとと
もに，情緒ゃ態度などについても究明 し ，ζ れに応じた学習指導のより具体的なも
のを求めて ，子どもの思考や理解をいっそう深め ，技能の向ょをいっそう図ろうと
する研究にはいるととにした。
今年度は，その第一年次の研究と して，まだその緒についたばかりであるが ，と
れまでの研究をまとめて ，中間報告をするととにした。
乙の紀安に集録したものは ，社会 ，体育にお付る学習態度と教科に対する態度の
研究である。
社会の研究は ，とれまで研究してきた歴史認識の問題について ，乙れを傑める学
習態度の形成というねらいで研究を発展させるととにした。その第一 次研究として
中学 2年生の歴史的概念の形成過程にお付る考え方 ・感じ方 ・見万の事例調査と ，
その結果の考察を通して，生徒が歴史認識を深めていくには ，どのような学習態度
の形成が重要であるか ，という問題点を明らかにしたものである。
体育の研究は，運動技能の形成に関する研究の発展と して， その形成過程に重要な影
響を及ぼすと忠われる学習態度に焦点づけた研究を ，継続的に実施するとととした
この第一 次研究として，児童生徒が体育学習に際して ，どのような考え方をし ，ど
のよう な感じゃ決意をもっ てのぞんでい るかとい う，認知的 ・情緒的 ・意志的た傾
向マ探り ，さらにそれらが学習の進展についてどのように変容するものかを笑験的
に追究し ，指導との凶速において考察を加えたものである。
教科に対する態度の研究は ，学習活動にお付るレディネスのーっとして ，それぞ
れの教科に対してどのような態度をもっているか，それは ，学業成績 ・学習法とど
のような関係があるかと いう立場か b考察したものであるの
なお ，ζ の研究は ，それぞれ研究協力校の絶大な協力のもとに行なったもので ，
学校長ケはじめ直接間接に協力していただいた教職員各位 ，ならびに生徒諸子に対
して，心から感謝の意を表するしだいである。
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